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議
員
　
保
育
料
の
無
償
化
に
伴
い
、
現
時
点
で
保
育
料
の

未
納
世
帯
は
あ
る
の
か
。

健
康
福
祉
課
長
　
今
年
度
分
で
１
ケ
月
分
の
未
納
が
１０
件

で
、
過
年
度
の
長
期
間
の
滞
納
は
あ
り
ま
せ
ん
。

議
員
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
状
況
は
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
７
月
現
在
で
寄
付
件
数
は
１
２
３
３

件
あ
り
、
納
税
額
は
３
３
２
１
万
円
で
す
。

議
員
　
ふ
る
さ
と
納
税
３
憶
円
を
達
成
す
る
た
め
の
特
効

薬
的
対
策
は
あ
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
具
体
的
な
特
効
薬
は
難
し
い
で
す
が
、

米
を
主
力
に
し
な
が
ら
時
期
的
な
商
品
を
ふ
る
さ
と
納
税

の
サ
イ
ト
に
掲
載
し
つ
つ
、
納
税
の
方
々
を
対
象
に
寄
付

へ
の
御
礼
を
込
め
た
報
告
会
を
開
催
す
る
等
、
絆
を
さ
ら

に
深
め
寄
付
の
方
々
を
募
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員
　
教
育
寄
付
金
３０
万
円
の
内
容
は
。

総
務
課
長
　
東
京
都
港
区
の
佐
藤
幸
男
氏
（
最
上
電
気
株

式
会
社
）
よ
り
教
育
寄
付
金
と
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

議
員
　
イ
ノ
シ
シ
夏
季
捕
獲
報
償
１２
万
円
が
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
実
績
は
。

農
業
振
興
課
長
　
４
月
か
ら
８
月
ま
で
の
捕
獲
実
績
は
、

１
頭
で
す
。
引
き
続
き
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

議
員
　
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
費
補
助
金
２
９
５
万
円

の
具
体
的
補
助
の
内
容
は
。

農
業
振
興
課
長
　
国
庫
補
助
金
で
機
械
利
用
組
合
等
か
ら

３
件
の
要
望
が
あ
り
、
田
植
機
、
稲
用
コ
ン
バ
イ
ン
、
そ

ば
用
コ
ン
バ
イ
ン
、ト
ラ
ク
タ
ー
に
対
し
て
の
補
助
金
で
す
。

議
員
　
消
防
用
資
機
材
購
入
費
２
３
１
万
円
の
内
容
と
保

管
場
所
は
。

住
民
税
務
課
長
　
災
害
に
備
え
て
エ
ン
ジ
ン
カ
ッ
タ
ー
・

チ
ェ
ン
ソ
ー
・
ジ
ャ
ッ
キ
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
各
１
台
購
入
し
、

３
分
団
を
中
心
に
ポ
ン
プ
小
屋
に
保
管
し
、
無
線
機
４５
台

は
消
防
団
幹
部
と
各
部
に
配
備
し
ま
す
。

議 案 審 議

主
な
審
議
さ
れ
た
議
案

平
成
３０
年
度
決
算
を
認
定

総
額
７３
億
９
７
９
７
万
円

・財政調整基金積立金
・道路新設改良事業
　（ハリヨ地区定住促進住宅団地内町道新設）
・社会資本総合整備事業
　（国交付金の配分による工事費）
・農地耕作条件改良事業
　（上長沢地区の幅堰改修事業）
・道路維持事業
　（町道維持管理に係る修繕及び工事費）
・除雪機械格納庫整備事業
　（舟形地区除雪機格納庫外構工事）
・農業振興事業
　（農業用機械・施設導入に係る支援）
・非常備消防事業
　（小型無線機等の消防用資機材導入）
・生活道路整備費補助事業
　（生活道路整備要望を受けての増）
・中学校管理事業
　（相撲場防蟻工事費）
・交通安全対策事業
　（高齢者先進安全自動車購入費補助金）
・公共交通事業
　（デマンド型乗合タクシー運行補助金）

・・・・・・・・8147万円
・・・・・・・・・5846万円

・・・・・・・2700万円

・・・・・・・1760万円

・・・・・・・・・・・・620万円

・・・・・・・600万円

・・・・・・・・・・・・349万円

・・・・・・・・・・・231万円

・・・・・・・226万円

・・・・・・・・・・・169万円

・・・・・・・・・・159万円

・・・・・・・・・・・・・90万円

令和元年度　主な補正予算

　
９
月
定
例
会
は
９
日
間
の
日
程
で
開
催
し
、
７
人
の
一
般
質
問
に
続
き
、

平
成
３０
年
度
各
会
計
の
決
算
７
件
、
令
和
元
年
度
各
補
正
予
算
４
件
、
各

条
例
の
制
定
３
件
、
各
委
員
の
選
任
４
件
等
に
つ
い
て
審
議
し
、
全
議
案

を
原
案
ど
お
り
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

舟
形
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び

特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
利
用
者
負
担

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

第
４
回
臨
時
会

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

９
月
定
例
会

　第
４
回
臨
時
会

○
舟
形
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育

　
事
業
の
利
用
者
負
担
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　
る
条
例
の
制
定

○
町
有
財
産
の
取
得

○
町
有
財
産
の
無
償
貸
付

　９
月
定
例
会

○
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

○
令
和
元
年
度
各
会
計
補
正
予
算
３
件

○
若
者
向
け
定
住
・
移
住
住
宅
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

　
条
例
の
設
定

○
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
２
件

○
舟
形
若
あ
ゆ
温
泉
改
修
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
　
　
　
　
　
　
　  

（
相
手
方
・
丸
充
建
設
株
式
会
社
）

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

○
情
報
公
開
審
査
会
委
員
の
選
任
３
件

○
平
成
３０
年
度
各
会
計
決
算
の
認
定
７
件

質
答

応
疑

き
ず
な

ぼう  ぎ

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

平成30年度産地パワーアップ事業で導入の稲用コンバイン

第4回臨時会
8月5日

9月定例会
9月3日～11日

運動会で元気に走るほほえみ保育園児



令和元年１０月号5 4令和元年１０月号

議
員
　
中
学
校
管
理
費
の
工
事
請
負
費
の
内
容
は
。

教
育
課
長
　
中
学
校
の
相
撲
場
の
外
壁
を
調
査
し
た
と
こ

ろ
、
シ
ロ
ア
リ
の
被
害
が
で
て
お
り
、
壁
面
の
改
修
を
行

う
た
め
の
予
算
で
す
。

議
員
　
た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
委
託
料
３０
万
円
と
な
っ

て
い
る
が
、新
た
な
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
の
委
託
料
か
。

地
域
整
備
課
長
　
湯
の
入
と
平
林
、
二
箇
所
の
た
め
池
の

新
た
な
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
な
り
ま
す
。
県
と
国
の
１
０

０
％
補
助
事
業
に
な
り
ま
す
。
湯
の
入
地
区
の
復
旧
に
つ

い
て
は
現
在
の
と
こ
ろ
未
定
で
す
。

議
員
　
高
齢
者
先
進
安
全
自
動
車
購
入
費
補
助
金
１
０
０

万
円
増
額
で
あ
る
が
、
後
付
も
対
象
と
な
る
の
か
。

住
民
税
務
課
長
　
現
在
対
象
と
し
て
い
る
先
進
安
全
装
置

の
ほ
か
、
後
付
け
の
ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
時
加
速
制
御
装

置
も
、
他
自
治
体
の
事
例
を
参
考
に
し
て
、
１０
月
か
ら
追

加
で
補
助
対
象
と
す
る
予
定
で
す
。

議
員
　
若
者
向
け
定
住
・
移
住
住
宅
の
入
居
要
件
は
。

地
域
整
備
課
長
　
４５
歳
未
満
で
配
偶
者
を
有
す
る
方
が
入

居
要
件
に
な
っ
て
い
ま
す
。

議
員
　
若
者
向
け
定
住
・
移
住
住
宅
の
退
去
要
件
は
あ
る

の
か
。

町
長
　
子
育
て
支
援
住
宅
の
よ
う
な
小
学
校
卒
業
ま
で
な

ど
の
年
齢
に
よ
る
退
去
要
件
は
あ
り
ま
せ
ん
。

議
員
　
若
者
向
け
定
住
・
移
住
住
宅
の
第
１０
条
に
連
帯
保

証
人
２
人
の
連
署
で
入
居
届
を
提
出
と
あ
る
が
、
入
居
者

の
保
証
人
か
ら
回
収
し
た
例
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
連
帯

保
証
人
と
保
証
会
社
は
必
要
な
の
か
。

地
域
整
備
課
長
　
過
去
に
保
証
人
か
ら
徴
収
し
た
実
績
は

あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
入
居
条
件
の
中
に
、
連
帯
保
証
人

の
ほ
か
に
民
間
の
保
証
会
社
に
加
入
す
る
手
続
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
保
証
は
保
証
会
社
が
優
先
し
ま
す
。

議
員
　
若
あ
ゆ
温
泉
の
今
ま
で
の
改
修
と
、
今
後
の
工
事

計
画
に
つ
い
て
は
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
平
成
２９
年
度
は
主
に
浴
槽
部
分
を
改

修
し
、
３０
年
度
は
大
広
間
を
中
心
に
改
修
、
今
回
は
受
付
、

事
務
室
を
含
む
小
部
屋
関
係
の
改
修
に
な
り
ま
す
。
今
後

は
老
朽
化
し
て
い
る
コ
テ
ー
ジ
村
関
係
を
考
え
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
度
舟
形
若
あ
ゆ
温
泉
改
修
工
事

　
　
　
　
　請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

若
者
向
け
定
住
・
移
住
住
宅
設
置
及
び

　
　
　
　  管
理
に
関
す
る
条
例
の
設
定

決 算 審 査 議 案 審 議

決
算
審
査
特
別
委
員
会

歳
出
の
抑
制
と

　
　健
全
な
町
づ
く
り
を

　
平
成
３０
年
度
決
算
審
査
は
、
会
期
中
の
９
月
５
日
か
ら

１０
日
ま
で
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
委
員
長
に
佐
藤
広
幸

（
総
務
文
教
常
任
委
員
長
）、
副
委
員
長
に
石
山
和
春（
産

業
振
興
常
任
委
員
長
）を
選
任
し
、
一
般
会
計
、
５
特
別

会
計
、
水
道
事
業
会
計
を
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

佐藤広幸 委員長

渡
邉 
敬
子
　代
表
監
査
委
員

監
査
意
見
書

　決
算
関
係
書
類
を
審
査
し
た
結
果
、

決
算
計
数
は
い
ず
れ
も
符
合
し
、
誤
り

の
な
い
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、

財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く
判
断
比
率
の

算
定
は
適
正
で
あ
り
、
各
項
目
と
も
基

準
を
下
回
り
、
財
政
は
健
全
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
ま
す
。

　留
意
事
項

○
8
月
の
豪
雨
災
害
に
よ
り
発
行
さ
れ

た
平
成
３０
年
度
災
害
復
旧
債
、
ま
た
、

防
災
対
策
と
し
て
計
画
さ
れ
て
い
る
事

業
に
か
か
る
福
祉
避
難
施
設
整
備
事
業

債
、
防
災
拠
点
施
設
整
備
事
業
債
が
今

後
見
込
ま
れ
、
実
質
公
債
費
比
率
は
急

激
に
悪
化
傾
向
に
な
り
、
令
和
6
年
に

ピ
ー
ク
に
達
す
る
と
推
計
さ
れ
ま
す
。

○
現
在
の
職
員
の
平
均
年
齢
は
約
４１
歳

で
、
今
後
毎
年
数
名
の
退
職
者
が
予
測

さ
れ
、
職
員
の
若
返
り
に
よ
る
経
験
の

継
承
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　こ
れ
ら
の
留
意
事
項
を
踏
ま
え
、「
議

決
機
関
」「
執
行
機
関
」
そ
れ
ぞ
れ
に
知

恵
を
出
し
合
い
、
住
民
生
活
の
向
上
に

努
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

特別会計
国民健康保険事業
後期高齢者医療事業
介 護 保 険 事 業
農業集落排水事業
公 共 下 水 道 事 業
　 合 　 計 　

※収益的…水道水を作り、各家庭へ届けるための費用。
※資本的…水道管などの施設整備費用や借入金の返済。

※

※

6億2995万円
7000万円

7億3230万円
2億4069万円
1億9491万円
18億6785万円

5億9744万円
6813万円

6億9332万円
2億3835万円
1億9284万円
17億9008万円

会　 計　 別 歳  入  額 歳  出  額

水道事業 収益的収支
水道事業 資本的収支

２億165万円
4046万円

２億2923万円
7713万円

歳  入  額 歳  出  額
水道事業会計

地方交付税
21億1500万円
（37.9％）

県支出金
3億8027万円
（6.8％）

繰入金
7億7276万円
（13.8％）

地方債
8億3330万円
（14.9％）

地方税
4億8289万円
（8.7％）

歳入

一般会計

歳入歳出差引額
2億7997万円

歳入（55億8149万円）

歳出（53億152万円）

総務費
12億125万円
（22.7％）

民生費
8億1040万円
（15.3％）

農林水産費
5億790万円
（9.6％）

土木費
8億3355万円
（15.7％）

商工費 8665万円（1.6％）

災害復旧費
6億3207万円
（11.9％）

消防費
1億6863万円
（3.2％）

その他  2億38万円（3.6％）

寄付金
1億2276万円（2.2％）

繰越金
2億3184万円
（4.2％）

使用料および手数料
7290万円（1.3％）

国庫支出金
2億7175万円（4.9％）

地方消費税交付金
9764万円（1.7％）

教育費
3億3650万円
（6.3％）

公債費 4億6979万円（8.9％） 議会費 7110万円（1.3％）

歳出

衛生費
1億8368万円
（3.5％）

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

改修予定の若あゆ温泉内部

シロアリ等の被害により修繕される舟形中学校相撲場建屋
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決 算 審 査 決 算 審 査

議
員
　
高
齢
者
等
生
き
が
い
づ
く
り
支
援
事
業
で
、
町
営

バ
ス
で
午
前
中
温
泉
、
午
後
か
ら
買
い
物
に
行
く
事
業
に

な
っ
て
い
る
が
、
３０
年
度
の
参
加
人
数
と
実
施
回
数
は
。

健
康
福
祉
課
長
　
３０
年
度
は
長
沢
地
区
９
名
、
舟
形
地
区

１５
名
、
富
長
地
区
４
名
、
堀
内
地
区
１１
名
、
合
計
３９
名
と

な
っ
て
い
ま
す
。
実
施
回
数
は
、
長
沢
地
区
１２
月
、
舟
形

地
区
１
月
、
富
長
地
区
２
月
、
堀
内
地
区
３
月
に
各
１
回

ず
つ
実
施
し
て
い
ま
す
。

議
員
　
婚
活
推
進
事
業
で
成
立
し
た
方
の
そ
の
後
は
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
こ
の
事
業
で
成
立
し
た
方
々
の
、
そ

の
後
の
追
跡
調
査
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

議
員
　
検
診
委
託
料
は
隔
年
検
診
が
あ
る
た
め
に
大
き
く

金
額
が
違
う
と
思
う
が
、
隔
年
検
診
は
乳
が
ん
と
子
宮
頸

が
ん
だ
け
か
。

健
康
福
祉
課
長
　
乳
が
ん
と
子
宮
頸
が
ん
に
な
り
ま
す
。

議
員
　
若
あ
ゆ
温
泉
管
理
事
業
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
照
明
機

器
修
繕
の
内
容
は
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
照
明
機
器
内
の
配
電

盤
修
理
で
す
。

議
員
　
３０
年
度
除
雪
委
託
費
が
１
億
３
２
０
０
万
円
ほ
ど

に
な
っ
た
が
、
妥
当
な
金
額
な
の
か
。
委
託
費
の
軽
減
を

図
る
た
め
、
排
雪
の
基
準
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。ま
た
、県
道
除
雪
の
苦
情
に
つ
い
て
町
の
対
応
は
。

地
域
整
備
課
長
　
１２
月
か
ら
１
月
上
旬
に
大
雪
と
な
り
、

日
中
、
夜
間
と
出
動
回
数
が
増
え
、
ま
た
、
春
先
の
気
温

が
低
く
融
雪
の
進
度
が
遅
く
排
雪
の
経
費
が
増
加
し
ま
し

た
。
県
道
の
除
雪
に
つ
い
て
は
、
県
に
し
っ
か
り
要
望
し

て
い
き
ま
す
。

議
員
　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
利
用
促
進
委
託
料
１
万
５
７
５
６

円
の
内
容
は
。

健
康
福
祉
課
長
　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
利
用
し
、
少

し
で
も
医
療
費
の
軽
減
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
葉
書
を

出
し
啓
蒙
す
る
た
め
の
委
託
料
で
す
。

議
員
　
歴
史
民
俗
資
料
館
の
入
場
料
は
、
過
去
３
年
間
７

万
円
前
後
で
あ
り
、
こ
の
金
額
で
あ
れ
ば
財
政
的
な
影
響

は
少
な
く
、
無
料
に
し
て
は
ど
う
か
。

町
長
　
歴
史
民
俗
資
料
館
の
展
示
方
法
も
含
め
、
今
後
縄

文
の
女
神
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
上
で
ど
う
な
の
か
、
教
育
委

員
会
と
相
談
し
検
討
し
ま
す
。

議
員
　
消
防
団
員
安
全
装
備
品
事
業
助
成
金
４８
万
１
千
円

の
内
容
は
。

住
民
税
務
課
長
　
消
防
団
員
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
装
備
し
た

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
分
の
助
成
金
で
す
。

議
員
　
光
熱
水
費
が
昨
年
度
よ
り
２
０
０
万
円
以
上
多
く

な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
。

総
務
課
長
　
２９
年
度
は
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
で
第

二
庁
舎
の
電
気
代
を
支
出
し
て
い
ま
し
た
が
、
３０
年
度
は

そ
の
分
を
ま
と
め
て
一
般
会
計
か
ら
支
出
し
た
の
で
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

議
員
　
空
き
家
解
体
事
業
を
す
る
際
に
、
各
町
内
会
長
や

民
生
委
員
と
ど
の
よ
う
な
連
携
を
図
っ
た
の
か
。

住
民
税
務
課
長
　
解
体
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
、
情
報

等
を
頂
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
も
空
き
家
に
対
し
て
、

雪
の
状
況
や
飛
散
物
等
の
情
報
提
供
を
頂
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

議
員
　
除
雪
機
械
購
入
費
補
助
事
業
２
９
１
万
円
の
具
体

的
補
助
の
内
容
は
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
平
成
３０
年
度
当
初
予
算
は
２
０
０
万

円
で
し
た
が
、
１２
月
補
正
で
１
０
０
万
円
増
額
し
、
実
績

が
２９
件
で
２
９
１
万
円
、
内
３
件
が
舟
形
町
高
齢
者
世
帯

等
除
雪
サ
ー
ビ
ス
事
業
協
力
者
で
す
。

議
員
　
ふ
な
が
た
応
援
事
業
の
食
糧
費
２３
万
円
の
具
体
的

内
容
は
。
会
費
等
も
入
っ
て
い
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
東
京
友
の
会
参
加
者
へ
の
抽
選
で
提

供
す
る
舟
形
町
の
特
産
品
代
で
す
。
な
お
、
会
費
等
に
つ

い
て
は
参
加
者
か
ら
頂
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

議
員
　
孫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
で
「
ふ
な
が
た
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ 

Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ 

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
」
の
報
償
費
１
社
あ
た
り
４
千
円

だ
が
、
報
償
費
は
安
く
は
な
い
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
多
く
の
企
業
の
方
々
か
ら
ご
意
見
を

頂
き
、
今
後
の
事
業
の
在
り
方
も
含
め
て
検
討
を
し
て
い

き
ま
す
。

質
答

応
疑

一
般
会
計

歳

入

歳

出

ワ
　
ク

ワ
　
ク

ワ
　
ー
　
ク

け
い

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

ふるさとに思いをはせ、多くの参加者でにぎわった東京友の会
（平成30年10月6日開催）

｢縄文の女神｣のレプリカが展示されている館内

開催された婚活イベント案内 安全確保用のＬＥＤヘッドライト

歴史民俗資料館（猿羽根山）
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富田町内入り口の消えたライン

洲崎町内の欠損状態 

朝の通所の様子 

デイサービスの
　  体制検討が課題では

質
問
　
６
月
末
現
在
、
介
護

認
定
を
受
け
て
い
る
方
で
、

日
中
独
居
の
認
知
症
ま
た
は

疑
わ
れ
る
方
が
３３
名
い
て
、

こ
の
方
々
は
在
宅
で
の
サ
ー

ビ
ス
ま
た
は
町
内
３
事
業
所

の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
現
状
は
こ
の

方
々
が
サ
ー
ビ
ス
か
ら
帰
宅

し
て
も
、
家
族
の
方
が
帰
る

ま
で
最
低
で
も
一
時
間
は
一

人
き
り
の
時
間
帯
が
あ
り
、

事
故
や
行
方
不
明
が
心
配
さ

れ
ま
す
。
保
育
園
の
延
長
保

育
の
よ
う
に
延
長
で
き
れ
ば
、

勤
務
終
了
後
に
迎
え
に
回
り

一
緒
に
帰
宅
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
思
い
ま
す
が
、
町
と

し
て
考
え
方
を
伺
い
ま
す
。

町
長
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
に
入
所
で
き
る
基
準
は
、

介
護
３
以
上
の
重
い
介
護
度

の
方
だ
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。

以
前
は
家
族
に
介
護
が
必
要

に
な
る
と
、
仕
事
を
辞
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
よ
う

な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
よ

り
以
前
よ
り
も
良
く
な
っ
て

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か

し
、
介
護
す
る
家
族
の
就
労

時
間
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
体

制
は
、
必
ず
し
も
な
っ
て
い

な
い
の
が
現
状
で
す
。
町
で

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方

は
、
６
月
末
の
合
計
で
３
９

７
名
で
す
。
町
内
の
事
業
所

の
対
応
状
況
は
、
え
ん
じ
ゅ

荘
は
１
名
の
利
用
者
に
対
し

朝
の
受
け
入
れ
時
間
を
職
員

の
出
勤
時
間
を
早
め
て
対
応

し
て
い
ま
す
が
、
夕
方
の
時

間
延
長
に
つ
い
て
は
人
員
体

制
や
収
益
性
か
ら
難
し
い
と

の
こ
と
で
す
。
ほ
な
み
に
つ

い
て
は
、
認
知
症
に
特
化
し

た
人
材
育
成
に
も
努
め
て
お

り
、
可
能
な
限
り
利
用
者
の

要
望
に
応
え
る
よ
う
に
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
体
制
に

つ
い
て
は
、
事
業
所
及
び
関

係
者
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
が
不
可
欠
で
す
の
で
、

要
望
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
ど

の
よ
う
な
対
応
を
す
べ
き
か

協
議
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

自
動
車
の
安
全
対
策
が
急
務

異
常
箇
所
の
早
期
発
見
・

要
望
を
行
う

質
問
　
各
自
動
車
メ
ー
カ
ー

は
、
安
全
装
備
を
開
発
し
製

造
し
て
い
ま
す
。
一
例
と
し

て
、
運
転
中
に
道
路
の
セ
ン

タ
ー
ラ
イ
ン
、
外
側
線
を
踏

め
ば
ブ
ザ
ー
で
教
え
て
く
れ

る
装
置
は
す
で
に
販
売
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
町
内
を
走
る

県
道
は
白
線
が
消
え
て
見
え

な
い
道
路
が
目
に
つ
き
ま
す
。

安
全
装
置
の
付
い
た
車
を
購

入
し
て
も
、
機
能
を
発
揮
で

き
ず
、
宝
の
持
ち
腐
れ
状
態

で
事
故
の
発
生
が
心
配
さ
れ

ま
す
。
町
と
し
て
の
対
応
策

を
伺
い
ま
す
。

町
長
　
県
に
対
し
、
日
常
の

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
、

道
路
の
異
常
箇
所
の
早
期
発

見
を
行
う
よ
う
要
望
し
て
い

き
ま
す
。

要望を踏まえ対応策の協議必要
荒澤  広光　議員

一 般 質 問

一般質問に７人が登壇

町政を問う町政を問う

9ページ
荒澤  広光　議員

１ デイサービスの体制検討が課題では
２ 自動車運転の安全対策が急務

13ページ
叶内  昌樹　議員

１ 町イベントや観光対策について問う

10ページ
佐藤  広幸　議員

１ 舟形一の関線星川タクシー前より子育て
　 支援住宅前までの道路整備の必要性を問う
２ 子育て支援住宅近くに子育て公園を

14ページ
斎藤  好彦　議員

１ 若者定着に向けた取り組み策は
２ 今後の空き家対策計画は

11ページ
小国  浩文　議員

１ 水害対策の今後の見通しは
２ 町道舟形三号線郵便局通りの道路一部拡幅
　 の考えは

15ページ
伊藤  欽一　議員

１ 三世代同居世帯促進について問う
２ 移住支援金支給の対象について

12ページ
奥山  謙三　議員

１ 舟形町農業の展望を問うパート２
２ 保・小・中・公共施設への防犯カメラの
　 設置状況は

一般質問に７人が登壇
一般質問とは

　定例会において、各議員が町民の代表として行財政全般にわたり町当局の考え方や疑問をただすこと
です。単に疑問を晴らし事実関係を明らかにするだけでなく、現行政策の見直し、新規政策を提言する、
議員の重要な活動です。

※　紙面の都合上により、質問は１人２問までの
内容を要約して掲載しています。会議録の詳細は、
町ホームページに掲載しますのでご覧ください。

質
問

質
問

町
長

町
長



令和元年１０月号11 10令和元年１０月号

歩行者と車の交差が大変な郵便局通り（通称大正小路通り）

住宅地と夫婦川への越流が心配される大堰

一日も早い整備が待たれる通学路

広い土地の有効利用を願う

水害対策の今後の
　　　　　　 見通しは

質
問
　
平
成
２７
年
と
３０
年
に

は
、
１
か
月
に
２
回
も
舟
形

本
町
第
三
地
区
（
通
称
寺
下

地
域
）
が
水
害
の
被
害
を
受

け
、
よ
う
や
く
県
の
水
害
対

策
事
業
化
に
向
け
て
動
き
出

し
た
よ
う
で
す
が
、
水
害
被

害
を
受
け
た
本
町
地
区
の
地

域
住
民
の
皆
様
は
、
水
害
対

策
が
講
じ
ら
れ
て
い
な
い
現

状
を
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
県
の
動
き
な
ど
を
含
め
、

ま
た
、
町
と
し
て
の
考
え
を

併
せ
て
伺
い
ま
す
。

町
長
　
平
成
２７
年
１０
月
の
被

害
を
受
け
、
町
で
は
県
に
対

し
て
浸
水
対
策
を
要
望
し
た

と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
を
受
け
、

県
は
平
成
２８
年
度
に
当
該
地

区
の
現
況
調
査
と
測
量
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
内
容
は
、

過
去
に
お
け
る
当
地
区
の
被

災
調
査
、
町
管
理
河
川
夫
婦

川
へ
流
入
す
る
内
水
調
査
、

農
業
用
施
設
で
あ
る
大
堰
の

余
水
吐
の
位
置
等
の
調
査
、

及
び
災
害
時
の
浸
水
高
の
測

量
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
基
に
、

平
成
２９
年
度
か
ら
基
本
的
な

工
法
等
の
検
討
を
行
な
っ
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
。
そ
う
し

た
中
、
昨
年
８
月
も
浸
水
被

害
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
県

で
は
、
そ
の
被
害
状
況
に
つ

い
て
も
考
慮
に
加
え
て
工
法

を
再
検
討
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
が
、
今
年
度
中
に
は

詳
細
設
計
ま
で
終
了
さ
せ
た

い
考
え
と
の
こ
と
で
す
。
町

と
し
て
は
、
早
急
な
工
事
着

手
を
要
望
す
る
と
共
に
、
地

元
説
明
会
の
開
催
な
ど
を
県

に
要
望
し
て
い
ま
す
。

歩
行
者
の
安
全
を
守
れ

来
年
度
以
降
に
工
事
着
手

予
定

質
問
　
本
町
の
町
道
舟
形
三

号
線
郵
便
局
通
り
、
通
称
、

大
正
小
路
通
り
の
道
路
幅
が

狭
く
、
車
が
通
行
し
た
際
に

歩
行
者
へ
の
危
険
性
が
あ
り
、

ま
た
、
車
の
交
差
が
大
変
な

状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を

解
決
す
る
に
は
、
道
路
の
一

部
拡
幅
工
事
が
必
要
と
考
え

ま
す
の
で
、
大
正
小
路
通
り

の
一
部
拡
幅
工
事
の
考
え
は

な
い
の
か
伺
い
ま
す
。

町
長
　
町
道
舟
形
三
号
線
は
、

幅
員
が
狭
小
で
あ
り
、
車
両

の
交
差
が
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
当
路
線
の

一
部
拡
幅
は
、
舟
形
第
２
町

内
会
か
ら
も
町
に
要
望
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状

況
を
踏
ま
え
、
本
年
度
当
初

予
算
に
、
調
査
費
を
計
上
し

て
い
ま
す
。
本
年
度
は
９
月

中
旬
か
ら
測
量
調
査
を
実
施

し
、
道
路
の
一
部
拡
幅
が
可

能
か
否
か
を
検
討
し
、
来
年

度
以
降
に
用
地
買
収
し
、
工

事
着
手
が
で
き
る
よ
う
考
え

て
い
ま
す
。

早急な工事着手を要望
小国  浩文　議員 佐藤  広幸　議員

一 般 質 問 一 般 質 問

質
問
　
舟
形
一
ノ
関
線
、
星

川
タ
ク
シ
ー
前
か
ら
子
育
て

支
援
住
宅
ま
で
の
町
道
の
整

備
が
遅
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

区
間
は
、
唯
一
小
学
生
が
集

団
登
下
校
す
る
区
間
で
も
あ

り
な
が
ら
、
道
幅
も
狭
く
車

の
往
来
時
は
ス
ム
ー
ズ
に
交

差
す
る
こ
と
が
難
し
い
区
間

も
あ
る
状
況
で
す
。
現
在
、

最
も
整
備
が
遅
れ
て
い
る
通

学
路
で
す
。
せ
め
て
、
側
溝

整
備
と
蓋
が
か
か
れ
ば
広
く

使
う
こ
と
も
で
き
る
と
思
い

ま
す
が
、
町
の
こ
の
区
間
の

整
備
の
考
え
を
質
問
し
ま
す
。

町
長
　
星
川
タ
ク
シ
ー
前
か

ら
子
育
て
支
援
住
宅
ま
で
の

区
間
は
、
舟
形
小
学
校
の
通

学
路
で
あ
り
、
午
前
７
時
３０

分
か
ら
８
時
３０
分
ま
で
の
時

間
帯
は
車
両
進
入
禁
止
の
規

制
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
区
間
は
家
屋
連
た
ん
地
区

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
道
路
の

拡
幅
に
よ
る
歩
道
整
備
は
困

難
で
あ
る
た
め
、
全
面
的
な

道
路
改
良
は
現
段
階
で
は
予

定
し
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

こ
の
区
間
は
小
学
校
の
通
学

路
で
す
の
で
、
現
在
の
道
路

の
幅
員
を
最
大
限
に
活
用
し

た
整
備
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
年
度
は
町
道
維

持
工
事
と
し
て
、
星
川
タ
ク

シ
ー
前
か
ら
一
部
区
間
に
お

い
て
側
溝
整
備
と
蓋
設
置
工

事
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

子
育
て
公
園
の
整
備
を

憩
い
の
場
の
整
備
を
す
る

質
問
　
第
三
町
内
会
の
ハ
リ

ヨ
地
区
に
は
、
子
育
て
支
援

住
宅
３
棟
を
は
じ
め
旧
小
学

校
跡
地
の
住
宅
地
域
、
今
後
、

建
設
が
進
め
ら
れ
る
定
住
促

進
住
宅
や
ほ
か
に
も
宅
地
造

成
計
画
等
も
あ
り
、
少
し
ず

つ
若
い
世
代
の
住
民
が
増
え

つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
地
区

に
子
ど
も
の
遊
び
場
と
い
う

観
点
か
ら
、
憩
い
の
場
と
し

て
の
子
育
て
公
園
の
必
要
性

が
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
町

の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

町
長
　
現
在
、
ハ
リ
ヨ
地
区

に
定
住
促
進
住
宅
の
宅
地
造

成
と
福
祉
避
難
所
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
福
祉
避
難

所
用
地
の
一
部
を
冬
は
雪
の

堆
雪
場
所
と
し
て
、
春
か
ら

秋
に
か
け
て
は
子
供
た
ち
の

遊
び
の
空
間
と
し
て
活
用
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
福
祉
避

難
所
の
中
に
も
平
時
は
一
部

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
と
し
て

遊
べ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
も

検
討
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を

う
ま
く
活
用
し
た
、
子
育
て

に
資
す
る
憩
い
の
場
の
整
備

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

今
年
、
一
部
区
間
を
整
備
予
定

通
学
路
整
備
の
考
え
は

お
お
ぜ
き

ふ
た

質
問

町
長

質
問

町
長

質
問

町
長

質
問

町
長
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舟形町観光物産センター（舟形駅）に
設置されている防犯カメラ

アスファルトに整備され多くの来場者でにぎわった若鮎まつり会場

耕畜連携によるWCSの収穫作業

改修工事が行われている舟形町農林漁業体験実習館（トレーニングセンター）

町イベントや観光の
　　　　  今後について

質
問
　
今
後
の
観
光
や
町
イ

ベ
ン
ト
に
つ
い
て
町
は
ど
の

様
な
取
り
組
み
を
考
え
て
い

る
の
か
。

①
　
第
４０
回
若
鮎
ま
つ
り
の

　
　
展
開
に
つ
い
て

②
　
若
あ
ゆ
温
泉
敷
地
内
に

　
　
コ
テ
ー
ジ
以
外
の
フ
ル

　
　
サ
ー
ビ
ス
宿
泊
施
設
の

　
　
考
え
は

③
　
由
緒
あ
る
猿
羽
根
山
公

　
　
園
一
帯
の
観
光
対
策
に

　
　
つ
い
て

町
長
　
①
の
若
鮎
ま
つ
り
の

展
開
に
つ
い
て
は
、
４０
回
の

節
目
を
迎
え
る
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
記
念
の
ま
つ
り
に

し
た
い
と
い
う
考
え
を
持
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
具
体

的
な
構
想
は
今
後
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
が
、
現
行
の
規

模
を
基
本
に
ス
テ
ー
ジ
等
を

含
め
イ
ベ
ン
ト
内
容
を
充
実

す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
し
、

規
模
拡
大
や
時
間
延
長
と
い

っ
た
大
き
な
追
加
や
変
更
は
、

現
在
の
体
制
で
は
困
難
で
あ

ろ
う
と
考
え
ま
す
。
開
催
要

項
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
実

行
委
員
会
で
意
見
を
聞
き
な

が
ら
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　
②
の
フ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
宿

泊
施
設
に
つ
い
て
は
、
近
隣

自
治
体
等
が
運
営
す
る
宿
泊

施
設
の
経
営
状
況
を
み
る
と
、

必
ず
し
も
良
好
と
は
言
い
難

い
こ
と
も
あ
り
、
民
間
企
業

が
主
体
と
な
っ
て
宿
泊
施
設

を
整
備
し
運
営
す
る
場
合
な

ど
で
あ
れ
ば
歓
迎
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
③
の
猿
羽
根
山
公
園
一
帯

に
つ
い
て
は
、
町
の
魅
力
の

一
つ
と
考
え
て
い
る
一
方
で
、

今
年
度
当
初
予
算
で
公
園
一

帯
の
維
持
管
理
費
に
多
額
の

予
算
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

将
来
を
見
据
え
た
観
光
対
策

は
、
民
間
に
よ
る
事
業
投
資

や
運
営
な
ど
が
必
要
と
な
り
、

町
は
で
き
る
範
囲
で
観
光
資

源
の
維
持
管
理
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
平
成
３０
年

度
の
利
用
者
数
と
収

入
状
況
に
つ
い
て
は
、

農
林
漁
業
体
験
実
習

館
１
７
４
２
人
で
１

８
４
万
円
、
民
俗
資

料
館
９
４
６
人
で
６

万
９
千
円
、
猿
羽
根

山
公
園
の
入
込
客
数

が
約
１
万
４
千
人
、

若
あ
ゆ
温
泉
の
年
間

利
用
者
は
１４
万
３
千

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現在の規模で内容の充実を検討
叶内  昌樹　議員 奥山  謙三　議員

一 般 質 問 一 般 質 問

質
問
　
私
は
、
以
前
「
持
続

可
能
な
舟
形
町
農
業
に
つ
い

て
」
一
般
質
問
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
中
で
特
に
質
問
し

た
の
は
、
認
定
農
業
者
を
増

や
す
対
応
、
人
、
農
地
プ
ラ

ン
の
実
行
に
向
け
た
対
策
、

集
落
営
農
の
組
織
化
の
進
め

方
等
で
す
。
一
般
質
問
後
の

状
況
を
見
て
も
、
喫
緊
の
課

題
は
変
わ
っ
て
い
な
い
と
感

じ
て
い
ま
す
。
農
業
従
事
者

の
高
齢
化
、
担
い
手
不
足
、

耕
作
放
棄
地
の
発
生
・
増
加

に
つ
い
て
は
悪
化
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
懸
念
し
て

い
ま
す
。

　
町
長
に
質
問
し
ま
す
。

①
農
業
の
組
織
化
に
つ
い
て
、

特
に
令
和
元
年
度
か
ら
始
ま

る
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
実

質
化
」
へ
の
対
応
は
ど
う
す

る
の
か
②
農
業
の
担
い
手
確

保
対
策
に
つ
い
て
。
町
が
考

え
る
持
続
可
能
な
農
業
に
つ

い
て
。
回
答
お
願
い
し
ま
す
。

町
長
　
平
成
２４
年
度
に
、
町

内
全
域
を
長
沢
・
舟
形
・
富

長
・
堀
内
の
４
地
区
に
区
分

し
、
全
農
業
者
を
対
象
と
し

た
営
農
意
向
調
査
の
結
果
を

基
に
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

の
原
案
を
作
成
し
、
そ
の
後

は
数
年
ご
と
に
行
う
営
農
意

向
調
査
結
果
を
反
映
さ
せ
な

が
ら
、
年
１
回
以
上
更
新
し

て
い
る
状
況
で
す
。
そ
の
結

果
、
４
地
区
す
べ
て
が
受
け

手
と
出
し
手
の
計
画
面
積
が
、

地
区
全
体
面
積
の
５
割
以
上

農
地
集
積
可
能
と
な
っ
て
お

り
、
国
で
は
、
既
に
実
質
化

が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

地
域
に
お
け
る
話
し
合
い
は

十
分
で
は
な
い
と
考
え
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
農
業

者
の
意
見
を
反
映
し
た
、
よ

り
良
い
プ
ラ
ン
に
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
ま

す
。
現
在
も
活
発
に
活
動
し

て
い
る
、
多
面
的
機
能
支
払

交
付
金
と
中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
交
付
金
の
事
業
を
実

施
し
て
い
る
地
区
を
中
心
に
、

担
い
手
の
確
保
も
含
め
、
話

し
合
い
を
進
め
る
こ
と
が
効

率
的
と
考
え
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
町
農
業
委
員
会
と
連

携
し
な
が
ら
、
地
域
の
要
請

に
応
じ
て
話
し

合
い
に
参
加
す

る
と
と
も
に
、

議
論
の
深
ま
り

に
合
わ
せ
て
、

現
在
の
プ
ラ
ン

の
枠
組
み
の
見

直
し
も
視
野
に

入
れ
て
検
討
し

て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

保
・
小
・
中
・
公
共
施
設
へ
の

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
状
況
は

慎
重
に
検
討
し
て
い
く

質
問
　
防
犯
カ
メ
ラ
の
学
校

施
設
、
公
共
施
設
の
設
置
状

況
は
、
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

町
長
　
舟
形
若
あ
ゆ
温
泉
と

舟
形
町
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー

に
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
他
の
公
共
施
設
及
び
保
、

小
、
中
へ
は
設
置
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
に
つ
い
て
は
、
各
施
設
の

状
況
を
踏
ま
え
て
、
学
校
や

保
護
者
、
関
係
各
所
等
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
、
慎
重
に

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

地
域
ご
と
の
営
農
計
画
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
農
業
者
の
意
見
を

反
映
し
た
、
よ
り
良
い
プ
ラ
ン
に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

舟
形
町
農
業
の
展
望
を
問
う
パ
ー
ト
２

※ＷＣＳ…稲発酵粗飼料（ホールクロップ
　サイレージ）とは、稲の実と茎葉を同時
　に収穫し発酵させた牛の飼料。

質
問

町
長

質
問

町
長

質
問

町
長
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今年度中に完成予定の若者向け定住移住住宅建築現場

ほほえみ保育園

ひだまりハ
イムⅢ

補助金を活用した危険空き家の解体

四世代同居で楽しい家族

職業体験を楽しむ中学生

三世代同居世帯促進
　　　　  について問う

質
問
　
三
世
代
同
居
に
よ
り
、

祖
父
母
世
代
に
よ
る
子
育
て

の
手
助
け
や
生
き
が
い
等
と

ど
の
よ
う
な
関
連
が
あ
る
か

の
調
査
結
果
で
は
、「
助
け

合
い
な
が
ら
生
活
で
き
る
」

「
祖
父
母
と
の
ふ
れ
あ
い
が

成
長
に
よ
い
」「
孫
の
成
長

を
見
守
る
こ
と
が
で
き
る
」

な
ど
が
上
位
で
し
た
。
同
居

す
る
こ
と
で
高
齢
者
が
免
許

証
の
返
納
を
前
向
き
に
捉
え
、

ま
た
、
空
き
家
の
増
加
を
少

し
で
も
遅
延
で
き
る
の
で
は

と
思
い
ま
す
。
親
と
の
同
居

世
代
の
場
合
は
、
子
供
の
数

が
多
い
と
の
調
査
結
果
も
出

て
い
ま
す
。
三
世
代
同
居
を

促
進
す
る
施
策
を
検
討
し
て

は
ど
う
か
、
町
長
に
伺
い
ま

す
。

町
長
　
若
い
方
々
は
、
同
居

な
の
か
別
居
な
の
か
、
近
居

と
し
て
親
の
傍
ら
に
住
宅
を

整
備
す
る
と
か
、
二
世
帯
住

宅
を
建
築
す
る
な
ど
、
様
々

な
こ
と
を
考
え
て
判
断
を
さ

れ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て

お
り
、
三
世
代
同
居
だ
け
を

取
り
上
げ
て
促
進
す
る
施
策

を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
か
、

疑
問
に
感
じ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
免
許
返
納
と
同
居

と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
現

段
階
で
は
何
と
も
判
断
し
か

ね
る
と
こ
ろ
で
す
。
三
世
代

同
居
は
、
基
本
的
に
子
育
て

支
援
と
し
て
少
子
化
対
策
に

は
関
連
す
る
と
思
い
ま
す
が
、

空
き
家
対
策
と
し
て
捉
え
る

の
は
ど
う
か
と
考
え
ま
す
。

町
の
三
世
代
同
居
の
支
援
策

と
し
て
、
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー

ム
を
す
る
場
合
、
補
助
上
限

３０
万
円
、
県
産
木
材
を
使
用

し
た
場
合
１０
万
円
の
嵩
上
が

あ
り
、
当
面
は
こ
の
事
業
の

利
活
用
の
促
進
に
努
め
、
何

が
で
き
る
か
に
つ
い
て
は
、

今
後
慎
重
に
検
討
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

移
住
支
援
金
支
給
の
対
象

に
つ
い
て

取
り
組
み
を
積
極
的
に
展

開質
問
　
国
の
政
策
で
、
山
形

県
へ
の
移
住
支
援
と
し
て
、

東
京
圏
か
ら
の
移
住
者
に
１

０
０
万
円
支
給
さ
れ
る
が
、

町
の
施
策
を
加
え
、
東
京
２３

区
に
限
定
し
な
い
移
住
促
進

が
必
要
と
思
う
が
、
町
長
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

町
長
　
移
住
支
援
金
は
、
東

京
一
極
集
中
の
是
正
と
い
う

目
的
で
、
東
京
２３
区
ま
た
は

東
京
圏
に
在
住
し
か
つ
２３
区

に
通
勤
し
て
い
る
者
と
限
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
町
で
は
、

地
域
や
区
域
を
限
定
せ
ず
に
、

転
入
し
住
宅
を
取
得
し
た
方

に
、
補
助
上
限
１
０
０
万
円

の
転
入
者
定
住
促
進
交
付
金

を
用
意
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

今
年
度
、
町
外
か
ら
の
既
婚

者
の
世
帯
を
対
象
に
、
若
者

向
け
定
住
・
移
住
住
宅
を
建

設
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

若
者
の
移
住
定
住
促
進
策
と
、

舟
形
の
子
ど
も
た
ち
が
こ
の

舟
形
で
活
躍
で
き
る
た
め
の

施
策
な
ど
、
知
恵
を
絞
り
な

が
ら
、
様
々
な
取
り
組
み
を

積
極
的
に
展
開
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今後慎重に検討
伊藤  欽一　議員 斎藤  好彦　議員

一 般 質 問 一 般 質 問

質
問
　
本
町
で
は
若
者
の
地

元
定
着
・
地
元
回
帰
に
向
け

た
取
り
組
み
と
し
て
、
中
学

校
で
の
出
張
職
業
体
験
を
は

じ
め
、
他
町
村
に
先
駆
け
た

取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
が
、

平
成
３０
年
度
末
に
お
け
る
最

上
管
内
の
高
等
学
校
卒
業
者

の
う
ち
、
就
職
し
た
生
徒
の

県
内
就
職
率
は
７３
．５
％
と

な
っ
て
お
り
、
今
後
と
も
若

者
の
地
元
定
着
、
地
元
回
帰

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
町
長
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

町
長
　
町
で
は
、
町
内
外
の

若
い
世
代
に
町
の
魅
力
や
働

く
場
所
等
を
紹
介
し
、
地
元

定
着
を
目
指
す
こ
と
を
目
的

に
、「
お
か
え
り
！
孫
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
を
展
開
し
、

地
域
の
企
業
を
中
学
校
に
集

め
職
業
体
験
を
実
施
す
る

「
ふ
な
が
た 
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ 

Ｗ

Ａ
Ｋ
Ｕ 

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
」
な
ど
、

企
業
の
皆
様
の
絶
大
な
ご
理

解
と
、
舟
形
中
学
校
な
ど
関

係
各
位
の
協
力
に
よ
り
実
施

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事

業
の
目
標
地
点
は
、
５
年
後

１０
年
後
、
先
の
将
来
を
見
据

え
た
も
の
と
考
え
、
職
業
を

選
択
す
る
際
、
地
元
に
生
活

の
拠
点
を
置
く
こ
と
や
地
元

に
就
職
を
決
め
る
こ
と
と
な

っ
た
き
っ
か
け
の
一
つ
と
し

て
、「
こ
の
事
業
の
経
験
が

あ
っ
た
」
と
感
じ
て
く
れ
れ

ば
大
成
功
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
若
者
の
地
元
定

着
等
を
進
め
て
い
く
た
め
に

は
、
様
々
な
機
会
を
捉
え
、

町
の
魅
力
や
有
利
な
制
度
な

ど
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
様
々
な
取
り
組
み
を

通
し
て
若
者
の
地
元
定
着
、

地
域
外
か
ら
の
地
元
回
帰
を

引
き
続
き
促
進
し
て
い
き
ま

す
。

今
後
の
空
き
家
対
策
計
画
は

空
き
家
対
策
計
画
の
策
定

を
検
討

質
問
　
今
後
も
人
口
減
少
や

高
齢
化
が
進
展
し
、
さ
ら
な

る
空
き
家
の
増
加
が
予
想
さ

れ
る
な
か
、
本
町
で
は
空
き

家
バ
ン
ク
に
よ
り
適
正
な
管

理
を
行
な
っ
て
い
ま

す
が
、「
安
心
・
安
全

の
確
保
」「
活
用
促

進
」
に
加
え
、
空
き

家
発
生
予
防
の
取
り

組
み
と
し
て
の
「
予

防
の
啓
発
」
が
重
要

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

本
町
に
お
け
る
今
後

の
「
空
き
家
対
策
計

画
」
に
つ
い
て
、
町

長
の
考
え
を
伺
い
ま

す
。

町
長
　
空
き
家
除
去
補
助
金

交
付
要
綱
の
要
件
緩
和
に
よ

り
、
危
険
空
き
家
等
の
解
体

に
結
び
つ
い
て
は
い
る
も
の

の
、
本
町
に
お
い
て
も
６５
歳

以
上
一
人
暮
ら
し
や
６５
歳
以

上
の
み
の
世
帯
も
増
加
傾
向

に
あ
り
、
こ
の
ま
ま
推
移
す

れ
ば
将
来
的
に
空
き
家
に
な

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

対
策
と
し
て
、
空
き
家
の

「
活
用
促
進
」
に
加
え
、
空

き
家
発
生
予
防
の
た
め
の

「
予
防
の
啓
発
」
も
重
要
と

捉
え
、
他
市
町
村
の
計
画
や

取
り
組
み
に
つ
い
て
情
報
収

集
に
努
め
、
今
後
の
本
町
に

お
け
る
具
体
的
な
政
策
の
展

開
、
さ
ら
に
は
「
空
き
家
対

策
計
画
」
の
策
定
に
つ
い
て
、

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

孫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
成
果
に
期
待

若
者
定
着
に
向
け
た
取
り
組
み
策
は

か
さ

質
問

質
問

町
長

町
長

質
問

町
長

質
問

町
長
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貴重な意見ありがとうございます。貴重な意見ありがとうございます。

　1、表紙、見出しについて

・鮎釣りの瞬間！！なかなか撮れないし、見ることができない。舟形町の特徴を生かせていて、
　とても良いと思う。
・季節感があって良かった。釣り人の笑顔も良い。
・鮎釣り写真は良いが、もっと釣っている人が写っている写真で良かったのではないか。
・ふながたの旬「あゆ」7月にぴったりの表紙で夏らしさを感じた。
・若い方も鮎釣りを楽しんでいる様子がわかり､うれしく思う。鮎釣り人を“太公望”と呼び､粋。

　2、写真の扱い方

・11ページの空白に写真があればと思う。
・文章との違和感がなく、わかりやすかった。
・文面に沿う写真となっていて、良い補足役になっていた。

　3、紙面について

・今までしっかりと紙面を見たことがなかった。
　モニターになって毎回読むようになり、とても良かったと思う。
・全体的に読みやすい。質疑応答のページで質問している議員さんの名前で表示してはどうか。
・議員さんの活動内容がわかりやすかった。
・一般質問は1人1ページずつになっていて、議員の顔写真と大きな見出しがあり、読みやす
　かった。

　舟形町議会では、議会だよりが町民の皆様との結びつきを強めることができるよう、町内在
住の５名の方に議会報モニターを委嘱しています。
　今回は、議会だより179号（7月26日発行）に寄せられた意見や感想を掲載しました。十
分参考にして、今後の編集に役立てていきます。

貴重な意見ありがとうございます。貴重な意見ありがとうございます。　4、議会報を通じて欲しい情報は

・議員の方々の議会参加以外の活動をもっと知りたい。
・町民からの要望で議員さんが動いた結果、変わった、良くなったことを具体的に知りたい。
・子育て住宅以外の住宅情報＝子どもがいないと入居できないのはおかしい。人が増えないと
　いうが、条件が「子どもがいる」では、他町村から来づらいのではないか。
・議会報を通じて、議会でどのように話し合われているのか、わかりやすく載せてほしい。
・アユパークとチャイルドランドの工事状況が知りたい。子どもたちがチャイルドランドに行
　きたがるので、今後どう変わるのか教えてほしい。

　5、議会・町に対する要望、意見等

・議会の傍聴にと思うが、仕事の都合等もあり、なかなか難しいが、報告会へは行けそうだと
　感じた。議員の方々の生の声が聞きたい。
・舟形町を良くしたいと、意欲のある若手役場職員の意見をもっと活かしてほしい。
・旧富長小学校＝地域コミュニティ等で使用的な解答をしているが、実際、富長小学校は野球
　での使用しかできていない。スポーツをするにも野球道具が年中広げられたままである。利
　用ができない状態ではないか。野球以外での利用もできるようにするべきだ。
・新体制、町民と共に町づくりのために活動をお願いする。
・ハリヨ地区の宅地造成事業は公共事業なのに、8ページの町長の解答にあるように、「期限付
　き子育て支援住宅入居者用の宅地である」と土地購入可能者を現入居者の15世帯に限定し
　てよいのか。優先順位があるのは仕方ないが、広く募集する区画も想定すべきだと思う。

　6、その他

・議会の活動に興味がない人でも読みたくなる議会報をお願いする。
・広報紙研修会に参加していることを知り､町民への情報発信､今後の広報紙づくりに期待する。
・建設予定の福祉避難所の非常時以外の利活用について、どのような考えがあるのか。必要な
　施設とはいえ、ただの箱物にならないよう、平常時も町民の利益になる使い方をしてほしい。

チャイルドランドに新設された遊具類と改修されたアユパークの噴水

議会報モニターより
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議 会 活 動 議 会 活 動

　
毎
年
恒
例
に
な
っ
た
「
い
も
掘
り
」
行
事
が

９
月
２５
日
、
ほ
ほ
え
み
保
育
園
の
畑
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
は
、
長
靴
、
軍
手
姿
に
移
植
べ
ら

を
持
ち
、
大
き
く
育
っ
た
さ
つ
ま
い
も
を
ね
ら

い
、
ひ
た
い
に
汗
を
か
き
な
が
ら
一
生
懸
命
い

も
を
掘
っ
て
い
ま
し
た
。

　
鈴
な
り
に
連
な
っ
た
大
き
な
い
も
に
歓
声
を

あ
げ
な
が
ら
収
穫
の
喜
び
を
味
わ
い
、
掘
っ
た

い
も
は
、
焼
い
も
に
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し

た
。

　
焼
き
い
も
は
こ
く
が
あ
り
、
と
て
も
甘
く
、

皆
で
秋
の
味
覚
を
楽
し
み
ま
し
た
。

表
紙
の
こ
と
ば

次回の定例会は　12月３日（火）～６日（金）までの予定です｡
皆さまの傍聴をお待ちしております｡

議会だよりふながたの
　  表紙写真を募集します。

　「議会だよりふながた」を、住民参加型のより身近
な広報誌とするため、表紙の写真を募集します。

■応募方法：写真データを議会事務局へ持参するか
　　　　　　電子メールで送付してください。

■問 合 せ：舟形町議会事務局 32-0030（直通）
　　　　　　gikai@town.funagata.yamagata.jp

議
会
の
う
ご
き

▼
７
月

　
３
日
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

　
　
　
　
石
巻
新
庄
地
域
高
規
格
道
路
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
総
会

　
６
日
　
夏
季
非
常
招
集
訓
練

　
１０
日
　
議
会
報
編
集
委
員
会

　
１１
日
　
町
村
議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
〜
１２
日
）

　
１８
日
　
産
業
振
興
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

　
１９
日
　
議
会
報
編
集
委
員
会

　
２３
日
　
舟
形
大
蔵
戸
沢
間
道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
総
会

　
２６
日
　
東
北
中
央
道
新
庄
・
湯
沢
間
建
設
促
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
３０
日
　
全
員
協
議
会

　
３１
日
　
最
上
県
勢
懇
話
会

▼
８
月

　
２
日
　
主
要
地
方
道
新
庄
次
年
子
村
山
線
道
路
改
良
促
進

　
　
　
　
期
成
同
盟
会
総
会

　
５
日
　
第
４
回
臨
時
会

　
６
日
　
中
央
要
望
会
（
〜
７
日
）

　
７
日
　
２
同
盟
会
合
同
要
望
会
活
動

　
１４
日
　
成
人
式

　
２０
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
２３
日
　
町
村
議
会
新
議
員
研
修
会

　
２６
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
２７
日
　
三
県
合
同
町
村
議
会
議
長
・
事
務
局
長
中
央

　
　
　
　
研
修
会
（
〜
２８
日
）

　
２９
日
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会
視
察
研
修

▼
９
月

　
３
日
　
９
月
定
例
会
（
〜
１１
日
）

　
１８
日
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

　
２７
日
　
議
会
報
編
集
委
員
会

紙
面
の
都
合
上
、
主
な
行
事
を
抜
粋
し
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
各
地
区
行
事
等
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

１
．
期
　
　
日
　
令
和
元
年
７
月
３
日
（
水
）

２
．
調
査
内
容
（
主
要
事
業
の
説
明
）

（
１
）
総
務
課

　
　
① 

財
政
関
係
指
標
の
推
移
に
つ
い
て

　
　
② 

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
に
つ
い
て

（
２
）
住
民
税
務
課

　
　
① 

防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
改
修
工
事
に
つ
い
て

（
３
）
健
康
福
祉
課

　
　
① 

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
つ
い
て

　
　
② 

福
祉
避
難
所
事
業
に
つ
い
て

　
　
③ 

指
定
口
座
の
管
理
に
つ
い
て

（
４
）
教
育
課

　
　
① 

日
本
一
の
給
食
食
育
推
進
事
業
に
つ
い
て

　
　
② 

国
宝「
縄
文
の
女
神
」舟
形
か
ら
の
発
信
に
つ
い
て

各
課
の
事
業
内
容
を
確
認

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

　
山
形
市
に
あ
る
県
自
治
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
研

修
会
に
、
４
月
の
選
挙
で
議
員
と
な
っ
た
２
名
が
当
議
会

よ
り
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
地
方
議
会
の
役
割
と
権
限
」
と
題
し
、
全
国
町
村
議

会
議
長
会
参
与
の
荒
井
幸
弘
氏
の
講
演
が
あ
り
、
地
方
自

治
の
仕
組
み
や
議
会
の
役
割
、
議
会
の
権
限
な
ど
に
つ
い

て
、
詳
し
く
説
明
を
受
け
研
修
し
て
き
ま
し
た
。

町
民
の
声
を
大
切
に

　
新
議
員
研
修
会
（
８
月
２３
日
）

　
こ
の
た
び
、
舟
形
町
議
会
で
は
第
１２
回
と
な
る
議
会
報

告
会
を
町
内
４
箇
所
（
長
尾
・
西
堀
・
富
田
・
新
堀
）
で

開
催
し
ま
し
た
。

　
議
会
報
告
会
の
目
的
は
、
議
会
活
動
な
ど
の
報
告
と
町

政
に
関
す
る
情
報
提
供
を
行
い
、
議
会
活
動
に
対
す
る
意

見
な
ど
を
直
接
お
聴
き
し
て
、
議
会
の
活
性
化
に
努
め
、

住
民
の
皆
さ
ん
に
信
頼
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
詳
し
い
内
容
は
、
議
会
だ
よ
り
１
月
号
で
報
告
し
ま
す
。

議
会
報
告
会
（
１０
月
１０
日
〜
１１
日
）

採
決
状
況
の「
見
え
る
化
」を
目
指
し
て

　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
視
察
研
修
（
８
月
２９
日
）

１
．
目
　
　
的
　 

（
先
進
地
視
察
）

２
．
場
　
　
所
　
　
宮
城
県
大
衡
村

３
．
視
察
内
容

（
１
）
採
決
状
況
表
の
作
成
に
つ
い
て

　
　
　
大
衡
村
議
会
で
は
、
平
成
２９
年
４
月
発
行
の
第
１

　
　
７
２
号
か
ら
採
決
結
果
の
公
表
を
し
て
い
る
。

（
２
）
本
議
会
で
の
表
決
の
と
り
方
に
つ
い
て

　
　
　
本
議
会
で
は
、
起
立
採
決
を
行
な
っ
て
い
る
。
採

　
　
決
状
況
の
公
開
に
あ
た
っ
て
、
賛
成
は
○
、
反
対
は

　
　
╳
で
掲
載
し
て
い
る
。

（
３
）
議
会
だ
よ
り
の
編
集
方
針
に
つ
い
て

　
人
権
擁
護
委
員
法
に
基
づ
き
、
山
形
地
方
法
務
局
か
ら

の
候
補
者
の
推
薦
依
頼
に
よ
り
提
案
さ
れ
同
意
し
た
も
の

で
す
。

　
情
報
公
開
の
決
定
に
つ
い
て
不
服
等
が
あ
る
場
合

に
、
委
員
の
方
々
よ
り
、
第
三
者
的
立
場
か
ら
審
査

を
行
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

１
．
期
　
　
日
　
令
和
元
年
７
月
１８
日
（
木
）

２
．
調
査
内
容
（
主
要
事
業
の
説
明
）

（
１
）
福
祉
避
難
所
の
建
設
計
画
に
つ
い
て

　
　
① 

建
設
場
所
　
最
上
郡
舟
形
町
舟
形
字
ハ
リ
ヨ

　
　 

　
　
４
５
５
０
番
１
（
ほ
ほ
え
み
保
育
園
向
か
い
）

　
　
② 

避
難
対
象
に
つ
い
て

　
　
③ 

介
護
ス
タ
ッ
フ
に
つ
い
て

（
２
）
防
災
拠
点
施
設
の
建
設
計
画
に
つ
い
て

　
　
① 

建
設
場
所
　
最
上
郡
舟
形
町
舟
形
字
舟
形

　
　 

　
　
１
４
９
|
２
（
保
健
セ
ン
タ
ー
南
側
の
空
き
地
）

（
３
）
町
独
自
の
農
地
・
農
業
用
施
設
災
害
復
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

補
助
金
の
交
付
状
況
に
つ
い
て

　
　
① 

平
成
３０
年
度
の
補
助
金
交
付
実
績

　
　
② 

令
和
元
年
度
の
補
助
金
交
付
申
請
（
見
込
）

災
害
安
全
対
策
を
万
全
に

　
産
業
振
興
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
同
意

情
報
公
開
審
査
会
委
員
の

　
　
　
　
　
　
　  

選
任
に
同
意

※
情
報
公
開
審
査
委
員
と
は

佐藤 日出夫 氏

（福寿野）

任期は

令和２年　１月　１日より

令和４年１２月３１日まで

大
場

　美
佐
子 

氏

　（
長
沢
第
１
）

斎
藤

　淳

　一 

氏

　（
舟
形
第
３
）

加
藤

　和

　利 

氏

　（
堀

　
　内
）

任
期
は
令
和
元
年
１０
月
１
日
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　令
和
５
年
９
月
３０
日
ま
で

ひ
ら

研修後に大衡村細川議長･広報広聴委員の皆さんと（大衡村役場議場）

富田公民館

西堀公民館
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議
会
だ
よ
り
　ふ
な
が
た

●
 発
行
  舟
形
町
議
会

●
 編
集
  議
会
広
報
常
任
委
員
会

〒
999-4601 山

形
県
最
上
郡
舟
形
町
舟
形
2
6
3
番
地

　
　
　
　
　
電
話
（
0
2
3
3）3
2
－2
1
1
1（
代
表
）

編

集

後

記

発行責任者
議　　長　八 鍬　　 太

議会広報常任委員会
委 員 長　伊 藤　欽 一

副委員長　小 国　浩 文

委　　員　石 山　和 春

委　　員　荒 澤　広 光

委　　員　叶 内　昌 樹

声

　皆
さ
ん
の
声
を
掲
載
す
る
欄

で
す
。
議
会
に
対
す
る
ご
意
見

・
ご
要
望
等
、
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
お
寄
せ
く
だ
さ
る
よ
う
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
台
風
１９
号
の
影
響
で

関
東
・
東
北
に
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
、

衷
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。
舟
形
町
で
は
台
風
の
被
害
も

少
な
く
、
農
家
の
皆
様
は
実
り
の

秋
を
迎
え
、
忙
し
い
日
々
が
続
い

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
9
月
7
日
・
8
日
は
第

３９
回
ふ
な
が
た
若
鮎
ま
つ
り
が
、

残
暑
厳
し
い
な
か
、
晴
天
に
恵
ま

れ
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
だ
よ
り
も
議
会
報
モ
ニ
タ

ー
に
続
き
、
議
会
の
見
え
る
化
な

ど
を
目
指
し
、
今
後
も
改
革
を
進

め
、
皆
様
に
見
て
い
た
だ
け
る
広

報
紙
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　
　
　
　 

　 （
小
国  

浩
文
　
記
）

　
私
の
家
庭
に
は
、
小
学
一
年
、
五
年
、
中
学
一
年
の
３

人
の
子
ど
も
が
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
伸
び
伸
び
成
長

で
き
る
の
は
、
行
政
、
学
校
、
地
域
の
方
々
に
支
え
ら
れ

て
い
る
お
陰
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
１０
月
よ
り
、
保
育
料
金
が
無
償
に
な
り
ま
し
た
。

国
の
補
助
に
加
え
、
町
独
自
の
支
援
（
副
食
費
の
補
助
、

０
〜
２
歳
児
の
多
子
計
算
の
１８
歳
ま
で
緩
和
）
が
あ
る
こ

と
は
、
と
て
も
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。
在
園
児
の
保
護
者

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
共
働
き
世
帯
の
増
加
、
核
家
族
化

が
進
む
中
、
保
育
園
も
完
全
給
食
（
主
食
も
提
供
）
だ
と

助
か
る
と
思
い
ま
す
。

　
少
子
化
が
進
み
、
小
中
学
校
で
は
学
級
数
が
減
少
し
て

い
ま
す
。
近
い
将
来
、
少
人
数
学
級
制
に
な
り
、
さ
ら
に

学
力
向
上
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
最
上
８
市
町
村
の
中
で
も
、
恵
ま
れ
た
環
境
で
子
育
て

で
き
て
い
る
こ
と
を
当
た
り
前
と
思
わ
ず
に
、
郷
土
を
愛

す
る
子
ど
も
を
育
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

植松 路子 さん
（長沢第１）

（議会より）

　子育て世代の貴重な

ご意見を、今後とも議

会で参考にさせていた

だきます。

皆さんよろしくお願いします。

今回は、堀内の伊藤　誠
さんと結婚した、福島県
福島市出身の美穂（旧姓：
大槻）さんです。

「えがったなぁ」に
出てみませんか。
舟形町に嫁いでこ
られたお嫁さん・
お婿さんを募集し
ます。

（連絡先）
舟形町役場議会事務局
☎32-0030（直通）

お願い

シリーズ
♥
ど
ん
な
き
っ
か
け
で
彼
（
ご
主
人
）
と
知
り
合
い
ま
し
た
か
？

　
共
通
の
知
人
の
紹
介
で
知
り
合
い
ま
し
た
。

♥
舟
形
町
の
印
象
は
ど
う
で
す
か
？

　
自
然
に
囲
ま
れ
て
い
る
。

　
鮎
が
お
い
し
い
。

♥
舟
形
町
の
良
い
と
こ
ろ
・
悪
い
と
こ
ろ
は
？

　
良
い
と
こ
ろ
　
自
然
豊
か
で
、
近
所
の
人
と
の
つ
な
が
り
が

　
　
　
　
　
　
　
あ
る
と
こ
ろ
。

　
悪
い
と
こ
ろ
　
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

♥
舟
形
町
に
望
む
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　
ス
ー
パ
ー
な
ど
買
い
物
で
き
る
所
が
も
っ
と
増
え
て
ほ
し
い
。

とも  よ あい た

おおつき


